
道立高校と地域クラブから始める
『運動部活動改革』

NPO法人幕別札内スポーツクラブ
＆

北海道幕別清陵高等学校



次年度からの動き＆将来像

「生徒全員」 が 「クラブ会員」 ⇒ 会費納入

「教職員」は希望者が「クラブスタッフ」に

部活の選択肢の幅…運動不足…

送迎…バスの利用法…

労働時間…働き方改革…

経費…人材不足…
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事業の概要（幕別）
【目的】

町内唯一の高等学校の運動部活動において、
総合型スポーツクラブとの連携を通し、

☆ 「地域人材の効果的な活用」
☆ 「地域一体となった新たな運動部活動のあり方」

について調査・実践を行う。

「地域全体で生徒のスポーツ活動を支える体制づくりの構築」



【達成目標】

①「幼小中高等学校一貫指導体制の構築」～「陸上」を切り口に

高校のみならず、中学校関係者とも連携。
地域全体で、１２年間一貫した指導体制の構築を目指す

クラブスタッフ等の外部人材による指導。
高校陸上部と小学校陸上スクールを対象として年間２０回実
施し、課題と効果を検証する。



【達成目標】

②「高校生が自ら企画運営。多世代が参加する新たな部活動創設」

様々な要因で運動部活動に所属していなかったり、
所属はあるが、さらに活動を広げたい生徒を中心とした活動

《企画運営》生徒が自主的に行う。
《顧 問》 ・コーディネーターあるいはファシリテーター

・危機管理者 ・生徒の活動の支援



具体的な取組（今年度はスポーツ庁委託費を活用）

①プロジェクトミーティングの開催《道内SC関係/高校関係者/民間業者等》

②高校陸上部とクラブ陸上チームの定期的な合同練習実施《毎週木曜日》

③高校生とクラブスタッフによる、地域でのスポーツイベントの開催

④高校生自ら企画運営の多世代型運動部活動の創設
《週1回程度》⇒生徒の意向

⑤専門家による地域向けシンポジウム 《2月13日予定》

⑥先進地視察



現在の様子

12月、高校の職員会議での承認を受け、スタート！



自発的・自主的



















現在の様子

10月より、クラブスタッフが本格的に指導支援



合同練習 （高校生も、小学生に「伝える」ことで自ら学ぶ機会に）



達成の為の手段として、目標設定シートと練習日誌にチャレンジを！
12月10日には、オンラインを使用して現役アスリートの方から練習日誌の意義を説明。

来シーズンに向けての目的・目標を明確に持ち始める生徒が増え
てきました！



投擲は、軽い重量を使用した技術練習

短距離は、走りに繋がる
動作トレーニング



幕別清陵高校とクラブの連携
（その他）



学校からの推薦者

・受付
・展示物作成
・SNS発信
・連絡協議会や研修会
へ参加

など







・健康講座
・指導法研修 など



・フレイル予防教室



地域を盛り上げようと、
幕別産長いもを使った
「お好み焼き大食い大会！」

《主催》クラブ
《企画運営》生徒会



・部活動送迎（文化部含む）
・学校説明会での中学生送迎
・授業体験学習での送迎

など




